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に
、
甲
商
デ
パ
ー
ト
な
ど
の

学
校
行
事
で
総
合
的
に
学
び

を
実
践
す
る
。
社
会
と
の
接

点
を
持
ち
、
団
結
・
協
力
し

て
問
題
解
決
を
行
う
生
徒
の

姿
は
、
大
学
や
企
業
の
方
か

ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

３
年
生
は
、
こ
れ
ま
で
学

ん
で
き
た
商
業
の
知
識
を
生

か
し
て
探
究
活
動
を
行
う
「
課

題
研
究
」
と
い
う
授
業
を
履

修
す
る
。
今
年
度
は
興
味
・

関
心
や
進
路
希
望
に
応
じ
た

七
つ
の
分
野
に
分
か
れ
、
外

部
の
専
門
家
も
講
師
に
迎
え

な
が
ら
山
梨
県
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
関
す
る
課
題
を
発
見
、
解

決
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

の
重
要
性
を
学
ぶ
機
会
に

も
な
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、

働
く
こ
と
の
意
義
や
喜
び

を
感
じ
、
勤
労
観
・
職
業

観
を
育
む
こ
と
が
で
き
る

点
も
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。
会
場
に
は
、
北
杜
高

校
の
生
徒
が
育
て
た
白
菜

や
焼
き
プ
リ
ン
タ
ル
ト
、

人
気
の
パ
ン
店
な
ど
多
く

の
店
舗
が
並
ぶ
。今
年
は
、

３
年
生
が
授
業
で
企
業
と

一
緒
に
考
案
し
た
商
品
も

甲
府
市
立
甲
府
商
業
高
校
は
、

簿
記
や
情
報
処
理
検
定
な
ど
で
県

内
高
校
ト
ッ
プ
の
合
格
者
を
輩
出

す
る
一
方
、
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
や
剣

道
、
弓
道
な
ど
の
部
活
動
で
も
全
国

大
会
に
出
場
を
果
た
し
、
卒
業
生
の

就
職
率
は
１
０
０
％
を
誇
っ
て
お

り
、
県
内
外
で
活
躍
す
る
大
勢
の
企

業
経
営
者
ら
を
輩
出
し
て
い
る
。そ

の
同
校
の
恒
例
行
事
「
甲
商
デ
パ
ー

ト
」
が
３
日
に
開
催
さ
れ
る
。そ
の

案
内
や
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど

「
勉
強
に
部
活
に
全
力
」
を
注
ぐ
同

校
の
魅
力
を
紹
介
す
る
。

甲
商
デ
パ
ー
ト
は
、
生

徒
主
体
の
実
践
的
な
体
験

学
習
で
あ
る
。
仕
入
れ
か

ら
販
売
（
営
業
）、
経
理
、

宣
伝
、
サ
ー
ビ
ス
に
至
る

ま
で
、
す
べ
て
の
運
営
を

生
徒
が
担
い
、
実
際
の
流

通
の
仕
組
み
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。
生
徒
は
、
仕

入
れ
た
商
品
を
売
り
切
る

た
め
の
販
売
努
力
や
、
利

益
を
生
み
出
す
こ
と
の
難

し
さ
・
尊
さ
を
実
感
す
る

と
と
も
に
、
お
客
様
に
満

足
し
て
い
た
だ
く
販
売
サ

ー
ビ
ス
の
大
切
さ
を
体
得

す
る
。
ま
た
、
各
売
り
場

や
係
員
が
連
携
し
、
協
力

し
合
い
な
が
ら
活
動
す
る

こ
と
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
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地
域
と
の
交
流
の
場

地
域
と
の
交
流
の
場

年
ぶ
り
の
リ
ー

グ
突
破
を
目
標

に
、
毎
日
の
厳

し
い
稽
古
に
励

ん
で
き
た
。
男

子
の
チ
ー
ム
構

成
は
３
年
生
１

名
、
２
年
生
３

名
、
１
年
生
３

名
と
非
常
に
若

い
チ
ー
ム
で
あ
り
、
女

子
は
３
年
生
２
名
、
２

年
生
４
名
、
１
年
生
１

名
と
中
堅
学
年
主
体
の

チ
ー
ム
で
あ
る
。
そ
れ

で
も
、
男
女
共
に
全
国

で
勝
つ
た
め
に
数
々
の

県
外
遠
征
を
こ
な
し
、

力
を
つ
け
て
き
た
。
男

子
は
、
主
将
で
３
年
生

の
北
井
敦
志
が
上
級
生

と
し
て
後
輩
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
チ
ー
ム
を

ま
と
め
て
き
た
。
女
子

は
主
将
の
大
内
な
な
み

を
中
心
に
元
気
の
あ
る

チ
ー
ム
へ
進
化
し
た
。

迎
え
た
本
戦
、
３
校

で
行
わ
れ
る
リ
ー
グ

戦
。
こ
れ
ま
で
支
え
て

下
さ
っ
た
全
て
の
方
へ

恩
返
し
が
で
き
る
よ

う
、
自
分
の
た
ち
の
力

舞
台
で
結
果
を
出
す
こ

と
の
難
し
さ
を
痛
感
し

た
。
こ
の
経
験
を
無
駄

に
し
な
い
た
め
に
も
、

出
場
し
た
２
年
生
が
こ

の
悔
し
さ
と
向
き
合
っ

て
来
年
雪
辱
を
果
た
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

出
場
し
た
こ
と
は
あ
っ

た
が
、
男
子
団
体
が
出

場
す
る
の
は
今
回
が
初

め
て
で
あ
っ
た
。
団
体

の
メ
ン
バ
ー
は
３
年
生

４
人
、
２
年
生
２
人
の

チ
ー
ム
で
、
昨
年
も
チ

ャ
ン
ス
は
あ
っ
た
が
課

題
で
あ
っ
た
脆
さ
が
出

て
し
ま
い
、
結
果
が
出

な
か
っ
た
。
今
年
は
、

そ
の
課
題
を
解
消
す
る

た
め
に
普
段
の
練
習
に

対
す
る
意
識
を
変
え

て
、
予
選
に
臨
ん
だ
。

予
選
で
は
、
上
位
４
チ

ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦

だ
っ
た
が
、
危
な
げ
な

い
試
合
運
び
で
チ
ー
ム

と
し
て
悲
願
で
あ
っ
た

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を

決
め
た
。

本
大
会
で
は
、
予
選

で
20
射
11
中
で
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
進
出
と
は
な
ら

な
か
っ
た
。
男
子
団
体

と
し
て
は
、
初
め
て
の

を
全
て
出
し
切
り
戦
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、

男
女
と
も
に
予
選
リ
ー

グ
敗
退
。
目
標
に
は
今

年
も
届
か
な
か
っ
た
。

勝
負
の
厳
し
さ
を
今
年

も
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

３
年
生
は
こ
の
悔
し
さ

を
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
生

か
す
た
め
に
、
そ
れ
ぞ

れ
が
再
び
走
り
始
め
る

と
と
も
に
、
後
輩
へ
襷

を
繋
い
だ
。

【
弓
道
部
】

男
子
団
体
が
７
月
31

日
か
ら
８
月
３
日
ま
で

鳥
取
県
米
子
市
で
開
催

さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
出
場
し
た
。

本
校
弓
道
部
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
女
子
団

体
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

演
技
は
、
約
10
カ
月
か

け
て
変
化
を
し
な
が

ら
、
磨
き
続
け
て
き
た

も
の
だ
。
一
糸
乱
れ
ぬ

統
一
感
を
武
器
に
、
甲

府
商
業
ら
し
さ
が
前
面

に
出
た
演
技
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
次
は
、

世
界
を
舞
台
に
挑
戦
を

続
け
て
い
く
。

【
剣
道
部
】

８
月
７
日
か
ら
10

日
、
広
島
県
広
島
市
に

お
い
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

が
開
催
さ
れ
今
年
も
ア

ベ
ッ
ク
で
出
場
し
て
き

た
。男

子
団
体
は
８
大
会

連
続
で
出
場
し
て
お

り
、
７
年
前
の
全
国
ベ

ス
ト
16
を
超
え
る
ベ
ス

ト
８
以
上
を
目
標
に
、

ま
た
女
子
団
体
は
３

甲府市立甲府商業高等学校甲府市立甲府商業高等学校
「
士
魂
商
才
」
の
校
訓
の

も
と
、
商
業
や
情
報
処
理
に

関
す
る
基
礎
知
識
か
ら
発
展

的
な
内
容
ま
で
、
地
域
産
業

を
支
え
る
人
材
や
将
来
の
ビ

ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し

て
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
地
域
や
企
業
と
も
連
携

し
、
実
践
的
で
体
験
的
な
学

習
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
多
く
の
検
定
試
験

に
も
挑
戦
し
、
進
学
や
就
職

に
大
い
に
活
用
さ
れ
て
い

る
。卒

業
後
の
進
路
を
考
え
る

際
、「
商
業
」
の
専
門
性
を
生

か
し
た
選
択
の
幅
の
広
さ
が 【

ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
部
】

文
化
部
の
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
と
も
呼
ば
れ

る
「
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
」。
私
た
ち

は
、
今
年
で
23
年
連
続

出
場
と
な
っ
た
。
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト

ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
門
で

は
、〝La Copa de la 

Vida

〟
の
ラ
テ
ン
調

の
曲
に
合
わ
せ
、
ア
ッ

プ
テ
ン
ポ
の
中
で
踊
り

の
細
部
ま
で
合
わ
せ
て

い
く
。
演
技
の
中
で
の

一
番
の
見
せ
場
は
ポ
ン

ポ
ン
交
換
。
向
か
い
合

わ
せ
で
見
え
な
い
場
所

で
の
交
換
は
、
難
易
度

の
高
い
も
の
だ
っ
た
。

お
互
い
に
タ
イ
ミ
ン
グ

を
合
わ
せ
、
何
度
も
練

習
を
重
ね
た
。
本
番
で

は
全
ペ
ア
の
交
換
が
成

功
し
、
会
場
か
ら
は
歓

声
が
湧
い
た
。
パ
レ
ー

ド
部
門
で
は
、
ポ
ン
ポ

ン
の
動
き
や
足
の
動
き

だ
け
で
は
な
く
、
首
の

動
き
を
追
加
し
、
最
後

ま
で
よ
り
良
く
見
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

修
正
を
続
け
た
。

結
果
は
目
標
に
し
て

い
た
両
部
門
で
の
最
高

賞
受
賞
。
こ
れ
は
７
年

ぶ
り
の
快
挙
だ
。
部
員

全
員
で
挑
む
こ

と
で
、
さ
ら
に

チ
ー
ム
の
結
束

力
を
強
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

全
国
高
等
学

校
ダ
ン
ス
ド
リ

ル
選
手
権
大
会

２
０
２
５
で

は
、
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｇ

／
Ｐ
Ｏ
Ｍ
部
門
Ｓ
ｍ
ａ

ｌ
ｌ
編
成
第
２
位
を
獲

得
。
夏
の
全
国
大
会
で

は
、
歴
代
最
高
順
位
と

な
っ
た
。
２
、３
年
生

８
名
で
挑
戦
し
た
こ
の

「
勉
強
に
部
活
に
全
力
」

「
勉
強
に
部
活
に
全
力
」

多
岐
に
わ
た
る
進
路

多
岐
に
わ
た
る
進
路

地
域
に
貢
献
す
る

人
材
の
育
成

進
路
状
況

課
題
研
究

部
活
紹
介

本
校
の
魅
力
で
あ
る
。進
学
、

就
職
の
両
方
を
視
野
に
入
れ

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ

こ
数
年
は
、
概
ね
進
学
者
７

割
、
就
職
者
３
割
で
推
移
し

て
い
る
。
生
徒
は
、
検
定
試

験
へ
の
挑
戦
等
を
通
し
て
基

礎
力
定
着
を
図
る
と
と
も

商業を学ぶ高校生たちが日頃の
学習成果を競う「第72回山梨県
高等学校商業実務競技大会 兼 全
国大会山梨県予選」が、令和7年
6月7日と21日の両日にわたり開
催された。

本校を含む県内の7校が出場し
熱戦を繰り広げた今大会で、本校
が５部門すべてで優勝を果たすと
いう快挙を達成した。

優勝を果たしたのは、「珠算」「電
卓」「情報処理」「簿記」「ワープロ」
の全5部門。

今回の快挙は、生徒たちが日々
真摯な努力を積み重ねた結果であ

る。本校は、この伝統と実績を糧
に、商業分野で活躍する未来のス
ペシャリストを育成するため、今
後も生徒一人ひとりの可能性を最
大限に引き出す教育を推進してい
く。

第７２回山梨県高等学校商業実務競技大会第７２回山梨県高等学校商業実務競技大会
兼 全国大会山梨県予選5部門制覇兼 全国大会山梨県予選5部門制覇
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国
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部	

	

◉
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
部	

◉
放
送
部

	

◉
ワ
ー
プ
ロ
部	

◉
珠
算
電
卓
部

	

◉
簿
記
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◉
情
報
研
究
部

【
関
東
大
会
出
場
】

	

◉
男
子
剣
道
部	

◉
女
子
剣
道
部

	

◉
男
子
卓
球
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卓
球
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男
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
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ソ
フ
ト
テ
ニ
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◉
男
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部	

◉
女
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

	

◉
水
泳
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◉
陸
上
部

	

◉
弓
道
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【
県
高
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総
体
】

	

◉
女
子
総
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３
位

令
和
７
年
度 

部
活
動
等
実
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活動実績

【
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
が
か
わ
総
文
】

　
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・

　
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
門
　
講
評
者
特
別
賞（
最
高
賞
）

　
パ
レ
ー
ド
部
門
　
グ
ッ
ド
パ
レ
ー
ド
賞（
最
高
賞
）

【
全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手
権
大
会
】

　
Ｓ
Ｏ
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／
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Ｏ
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部
門
Ｓ
ｍ
ａ
ｌ
ｌ
編
成
　
第
２
位
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Ｐ
Ｏ
Ｍ
部
門
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編
成
　
第
４
位
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「
甲
商
デ
パ
ー
ト
」
は
、

経
済
社
会
の
中
核
を
な
す

商
業
の
学
び
を
実
践
し
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知

識
や
技
術
を
披
露
し
、
今

後
の
さ
ら
な
る
学
び
に
つ

な
が
る
体
験
の
場
と
し

て
皆
様
に
親
し
ま
れ
、
今

年
で
69
回
を
数
え
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
も
親
し
ま

れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し

た
年
も
あ
り
ま
し
た
が
、

再
開
後
も
多
く
の
お
客
様

の
ご
来
場
を
賜
り
、
お
か

げ
さ
ま
で
、
昨
年
度
も
盛

況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は

会
場
と
し
て
ア
イ
メ
ッ
セ

山
梨
を
お
借
り
し
、
学
校

体
育
館
よ
り
も
ゆ
と
り
の

あ
る
中
で
、
様
々
な
商
品

を
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に

提
供
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。な
お
、

会
場
周
辺
に
駐
車
場
を
確

保
し
て
お
り
ま
す
が
、
開

店
時
間
直
前
に
な
り
ま
す

と
周
辺
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
近
所
の

皆
様
で
乗
り
合
わ
せ
る
な

ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
こ
の
開
催

に
向
け
、
外
部
講
師
か
ら

接
客
マ
ナ
ー
や
陳
列
方

法
、Ｐ
Ｏ
Ｐ
、保
健
衛
生
な

ど
に
つ
い
て
学
び
、
自
ら

考
え
な
が
ら
、
仲
間
と
協

働
し
て
試
行
錯
誤
を
繰
り

校 

長
田
中  

雅
明

「
甲
商
デ
パ
ー
ト
」の
ご
案
内

返
し
、
仕
入
れ
か
ら
お
客

様
を
前
に
し
た
販
売
、
会

計
処
理
な
ど
一
連
の
ビ
ジ

ネ
ス
活
動
に
懸
命
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
本
校

で
学
ぶ
生
徒
の
姿
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

最
後
に
こ
れ
ま
で
多

く
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
関
係
の

皆
様
方
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

お
力
添
え
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

特
別
に
販
売
す
る
。
ま

た
、
小
学
生
と
高
校
生
が

一
緒
に
販
売
す
る
体
験
企

画
も
行
わ
れ
る
。
地
域
と

の
交
流
の
場
と
し
て
も
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
、
生
徒
の

笑
顔
と
活
気
が
あ
ふ
れ
る

甲
商
デ
パ
ー
ト
は
、
学
び

と
地
域
の
つ
な
が
り
を
深

め
る
貴
重
な
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
。

し
た
い
。
そ
し
て
、
本

校
弓
道
部
と
し
て
の
目

標
で
あ
る
男
女
ア
ベ
ッ

ク
で
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
を
果
た
す
た
め
、

一
日
一
日
の
練
習
を
さ

ら
に
大
切
に
し
て
い
き

た
い
。

い
る
。
そ
の
中
の
一
つ「
観
光
」

分
野
で
は
、
12
月
６
日
に
こ

う
ふ
亀
屋
座
に
お
い
て
「
小

江
戸
甲
商
夢
ま
つ
り
」
と
題

し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
ま

た
、
12
月
20
日
の
「
こ
う
ふ

開
府
の
日
」
で
も
甲
府
商
業
と

し
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
地
域
や
企
業
と
連

携
し
、
多
く
の
貴
重
な
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
実
践
的
、

体
験
的
な
授
業
で
あ
る
。

昨年度の進路状況

その他 2.4%
四年制大学
30.6%

短期大学 7.1%
専門学校

33.7％

就職
26.2%

進学
71.4%

※「昨年度の進路状況」円グラフの数字
進学　71.4%
（四年制大学 30.6%   短期大学 7.1%    専門学校 33.7%）
就職　26.2%
その他　2.4%


